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●
神
戸
っ
子
同
窓
生
交
歓

し壱二志

諏訪山のトウール・ドールにて神戸港を望みながら。左より矢野恵一朗氏､ 津田貞之氏､ 辻雄史氏､ 寺本浜氏。
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よ
く
学
び
、
よ
く
遊
ん
だ

神
戸
高
校
の
同
期
生

寺
本
混

〈
株
式
会
社
淡
路
屋
取
締
役
社
長
〉

四
人
は
神
戸
高
校
、
昭
和
三
十
年
卒

業
の
同
期
生
で
あ
る
。
辻
は
理
化
研
究

会
、
津
田
は
社
会
科
研
究
会
、
矢
野
は

珠
算
部
、
硬
式
野
球
部
、
社
会
科
研
究

会
、
寺
本
は
山
岳
部
に
所
属
、
皆
よ
く

学
び
、
よ
く
遊
び
す
ぎ
る
教
師
泣
か
せ

の
、
ま
せ
た
高
校
生
だ
っ
た
。

辻
は
神
戸
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、

兵
庫
県
に
採
用
さ
れ
た
が
、
神
戸
市
に

転
じ
、
自
治
省
に
も
出
向
し
た
の
で
、

国
県
市
勤
務
の
珍
し
い
経
験
が
あ
る
。

財
務
課
長
、
理
財
局
次
長
、
開
発
局
次

長
、
市
会
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任
し
、

現
在
経
済
局
長
。
財
務
歴
二
十
四
年
。

株
式
会
社
神
戸
市
の
超
ベ
テ
ラ
ン
で
あ

る
。津

田
は
関
西
大
学
商
学
部
を
出
て
、

兵
庫
県
に
奉
職
。
人
事
課
長
、
職
員
長
、

西
播
磨
県
民
局
長
、
知
事
公
室
長
、
農

林
水
産
部
長
、
理
事
を
経
て
、
現
在
公

営
企
業
管
理
者
の
要
職
に
あ
り
、
県
企

業
庁
の
総
責
任
者
で
あ
る
。

矢
野
は
神
戸
商
科
大
学
商
経
学
部
を

卒
業
、
神
戸
銀
行
に
入
行
、
生
産
性
本

部
に
派
遣
さ
れ
、
太
陽
神
戸
時
代
は
人

事
部
次
長
、
梅
田
支
店
長
、
取
締
役
銀
座

支
店
長
、
太
陽
神
戸
三
井
時
代
は
取
締

役
東
京
融
資
部
長
、
現
さ
く
ら
銀
行
で

は
常
務
取
締
役
。
大
学
時
代
、
準
硬
式

野
球
部
で
近
畿
六
大
学
優
勝
し
た
り
、

珠
算
で
は
兵
庫
県
代
表
に
選
ば
れ
る
な

ど
文
武
両
道
で
活
躍
し
た
。

か
く
い
う
寺
本
は
神
戸
商
科
大
学
山

岳
（
学
）
部
を
卒
業
。
以
来
三
十
四
年

間
ず
っ
と
誇
り
高
き
駅
弁
屋
を
続
け
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
。
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》
盈
一

、

盛

山
下
み
か
子
さ
ん

〈
榊
幸
諦
樫
唾
呼
蝉
読
吠
峠
障
蓉
癖
郷
趣
癖
酔
業
〉

国
際
的
感
性
溢
れ
た

オ
キ
ャ
ン
な
神
戸
っ
子

ヨ
動
号
ヨ
昌
罵
一
一
ｍ
号
云
号
③

Ｉ
月
胎

鼻

宙
一

ｒ
卜
■
■
１
１
■
畦
●
ｐ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
一
口
■
■
ｑ
『
宅
■
＆
■
＆
■
。
』

常
に
前
向
き
の
姿
勢
で
、
穏
や
か
な
気
持
で
い
推
薦
者
／
田
中
謙
司

ら
れ
る
時
間
や
空
間
を
人
生
の
中
で
ど
の
位
い
く
櫛
吐
飛
ｌ
サ
ロ
ン
ケ
ン
ト
〉

待
て
る
か
を
テ
ー
マ
に
、
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ
「
ル
・
ヴ
ェ
ー
ル
」
を
オ
ー

プ
ン
、
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
毎
日
明
る
い
笑
顔
で
接
客
し
て
い
る
。
彼
女
が

い
る
だ
け
で
囲
り
の
皆
を
明
る
く
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
。
表
面
は
ネ
ア

カ
だ
が
ナ
イ
ー
ブ
な
面
を
待
合
せ
た
彼
女
の
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ソ
サ
エ

テ
ィ
で
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
（
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
）

』
－
』
巳
﹈

ロ
』
一
ｒ
一
一

一
麺
一
一
《
需
閏
】
一
四
噛
聖
罰
』
》
唖

､１

４
Ⅱ

優
し
い
御
両
親
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
明
る
く
の

び
の
び
と
屈
託
が
な
い
彼
女
。
葺
合
高
校
在
学

中
に
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
州
立
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
ハ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
在
籍
し
、
帰
国
後
、
海
星

女
子
大
仏
文
科
卒
業
。
英
語
、
仏
語
に
堪
能
で
、
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ヨ
四
号
ヨ
ヨ
患
一
一
の
号
孟
号
、

優
子
ス
マ
イ
ル

空
を
潮
ぶ
〃

御
家
族
揃
っ
て
『
お
は
よ
う
朝
日
で
す
』
の

応
援
を
し
て
頂
き
、
私
が
担
当
し
て
い
た
時
の

エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
者
と
優
子
さ
ん
が
、
同
級
生

と
い
う
御
縁
も
重
な
っ
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
良
き
ブ
レ

ー
ン
で
す
。
神
戸
海
星
女
子
学
院
で
中
学
か
ら

加
藤
優
子
さ
ん

〈
榊
希
蕪
哩
睦
詳
蓉
院
大
学
文
学
部
仏
文
科
卒
業
〉

奪
裏
え
く１９２〉

一
》
し
』

一
貫
教
育
を
受
け
、
仏
文
学
科
を
卒
業
後
、
ス
推
薦
者
／
林
伸
一
郎

念
相
噸
壁
サ
』

チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
会
話
や
明
る
い
人
柄
に
、
公
私
共
に
フ
ァ
ン
も
多
い

事
で
し
ょ
う
。
休
日
に
は
お
父
様
か
ら
ゴ
ル
フ
、
お
母
様
か
ら
は
料
理
の

部
と
手
解
き
を
受
け
た
り
御
家
族
で
観
劇
な
ど
、
好
奇
心
旺
盛
な
勉
強
家
。
思

い
や
り
の
あ
る
心
配
り
と
そ
の
笑
顔
は
、
翼
の
上
で
も
地
上
で
も
、
い
つ

も
Ｏ
Ｎ
ノ
．
の
ラ
ン
プ
が
つ
い
て
い
ま
す
。
（
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
）
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パ
ワ
ー
を
与
え
て
く
れ
る

ト
ァ
・
ロ
ー
ド
に
あ
る
富
美
宝
飾
の
呉
富
美
さ
ん
と
、
女
優
の

由
美
か
お
る
さ
ん
が
出
会
っ
た
の
は
、
５
年
前
、
水
戸
黄
門
の
舞

台
に
出
演
中
の
由
美
さ
ん
に
、
他
の
役
者
を
訪
ね
る
途
‐
中
フ
ア
ン

だ
っ
た
呉
さ
ん
が
、
「
由
美
ち
ゃ
ん
」
と
声
を
か
け
て
以
来
。

加
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
真
珠
と
宝
石
商
の
呉
さ
ん
と
、
由
美

さ
ん
は
、
”
人
間
に
パ
ワ
ー
を
与
え
て
く
れ
る
宝
石
と
真
珠
“
に

意
気
統
合
。
親
し
い
お
友
達
同
志
の
出
会
い
か
ら
の
対
談
で
す
。

由
美
「
呉
さ
ん
と
は
、
水
戸
黄
門
さ
ん
と
の
ご
縁
で
、
あ
れ
以
来

こ
の
ト
ァ
・
ロ
ー
ド
店
で
、
南
洋
真
珠
を
●
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
購

入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
も
と
も
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
贈
る

の
が
好
き
で
、
心
が
通
じ
あ
っ
た
り
、
仕
事
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
に
真
珠
が
多
い
の
。
そ
れ
は
真
珠
の
や

さ
し
さ
、
純
粋
さ
、
し
か
も
暖
か
く
気
品
に
あ
ふ
れ
る
イ
メ
ー
ジ

に
、
相
手
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

私
に
と
っ
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
は
、
自
分
を
高
め
る
も
の
の
一
つ

で
す
ね
。
そ
れ
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
装
う
こ
と
に
よ
り
今

と
い
う
瞬
間
を
最
大
限
に
パ
ワ
フ
ル
に
、
美
し
く
輝
か
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
い
う
な
れ
ば
生
命
の
一
部
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
」

呉
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、
何
億
年
と
い
う
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中

で
氷
河
期
に
も
耐
え
て
出
来
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
凄
い
パ
ワ
ー

を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
パ
ワ
ー
を
身
に
つ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
て
、
幸
せ
が
や
っ
て
来
る
ん
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
の
生
ま
れ
月
と
日
時
に
よ
っ
て
、
宇
宙
と
の

関
幸
係
で
ラ
ソ
キ
ー
ス
ト
ー
ン
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
研
究
の

余
地
充
分
。
由
美
ち
ゃ
ん
は
、
真
珠
、
ゴ
ー
ル
ド
、
透
明
な
も
の

を
持
つ
と
い
い
ん
で
す
よ
」

由
美
「
そ
う
ね
。
特
に
真
珠
は
息
吹
き
を
感
じ
ま
す
の
で
、
着
け

て
い
る
と
体
温
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
が
よ
く
判
り
、
自
分
と
一

体
に
な
っ
て
身
体
叩
全
体
を
い
き
い
き
と
輝
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

初
め
て
も
ら
っ
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
も
真
珠
で
し
た
。
確
か
デ
ビ
ュ

ｌ
当
時
の
こ
と
で
、
誕
生
日
に
母
が
一
連
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
以
来
、
真
珠
は
大
好
き
。

呉
さ
ん
と
出
会
っ
て
か
ら
は
、
南
洋
真
珠
の
バ
ロ
ッ
ク
で
や
や

ブ
ル
ー
が
か
っ
た
珠
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ヤ
リ

ン
グ
を
創
一
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の
基
本
は

さ
り
げ
．
な
さ
。
な
に
げ
な
く
、
パ
ワ
ー
の
一
つ
に
な
る
よ
う
に
装
っ

て
い
ま
す
」

呉
「
私
は
真
珠
も
、
宝
石
も
素
材
そ
の
も
の
‐
を
●
大
切
に
し
た
い
。

そ
れ
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
最
後
が
使
い
や
す
さ
で
す
。
こ
の
六
甲
山

系
の
自
然
・
光
の
窓
に
向
っ
て
、
仕
人
か
ら
選
別
、
加
工
も
全
部
一

人
で
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
い
づ
れ
に
し
て
も
素
材
が
良
く
な
い

と
考
え
る
フ
ァ
イ
ト
も
出
な
い
。
（
笑
）
素
材
の
良
さ
に
ダ
イ
ヤ
な

り

ん
か
を
補
佐
役
に
、
お
客
様
一
人
一
人
の
耳
や
、
指
、
首
廻
り
な

ど
の
形
や
大
き
さ
に
合
せ
て
サ
イ
ズ
も
金
具
も
決
め
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
持
つ
方
も
、
ま
ず
好
き
な
石
を
持
つ
こ
と
で
自

は
Ｍ

分
の
魂
が
入
る
で
し
ょ
う
。
』
瓢
に
入
る
と
気
が
入
る
気
が
入
る

と
呼
吸
法
に
よ
っ
て
パ
ワ
ー
が
活
性
化
す
る
ん
で
す
よ
」

由
美
「
私
も
す
べ
て
の
パ
ワ
ー
は
呼
吸
か
ら
得
ら
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
恩
師
・
西
野
略
三
先
生
が
発
見
さ
れ
た
「
西
野
流
呼

吸
法
」
に
基
づ
い
て
、
呼
吸
に
よ
り
身
体
の
循
環
が
良
く
な
り
人

間
誰
で
も
健
康
に
な
る
の
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
整
っ
た
身
体
は
自

ら
輝
．
や
き
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
●
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

パ
ワ
ー
と
美
し
さ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

真
珠
は
母
貝
の
体
内
で
美
し
い
珠
を
つ
く
り
出
す
、
呼
吸
法
も

自
分
で
，
内
面
か
ら
美
し
く
催
生
殿
に
な
っ
て
、
自
分
自
身
を
剣
ぢ
て

行
く
、
真
珠
の
輝
．
や
き
と
一
緒
で
す
ね
。
人
生
を
輝
や
か
せ
る
た

め
に
、
し
っ
か
り
と
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
れ
ば
こ
そ

●
内
面
か
ら
瞳
‐
や
き
を
増
じ
て
美
し
く
な
れ
る
の
で
す
」

呉
「
真
珠
や
、
宝
石
と
ご
縁
を
持
つ
こ
と
は
決
し
て
ぜ
い
沢
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
孫
子
代
々
ま
で
サ
ピ
ず
、
壊
れ
ず
、
虫
が
つ
か

ず
、
、
永
く
、
永
く
つ
き
合
え
る
の
で
す
か
ら
…
」
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〒6 5 O 神戸市中央区下山手通3 丁目1 - 1 5
シェンビル5 0 1

電話(0 7 8 ) 3 3 1 - 4 7 4 0

一

］

｡ 、壷ｈ全

↓＝, 雌
」１
= 弓一戸 ド

二
属｣

夕

|『 〆

富美室飾
呉富美

店内で真珠を身につけて楽しむ由美さん

■

～、

駕恥

」

態聖但 〃ｆＵ，
謎

Ｉ

’ 悪筆鰹

真珠と宝稿 ｢ と呼吸法と
二人のパワーを集めて贈ります

宝石真珠デザイン創作小売卸

’ １ ､｡廻乏
特に大粒の南洋真珠がお気に入り
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Ｉlｌ
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１

釦

リ ＃
灘
灘

モード画/ 篠原順子

灘
『

灘

株式会社
メンズハウスグループ
代衰取袴役中村妙子

神戸市中典恢三寅町１丁目８－１－１１６

TELO78（914）２６６１

Fashion＆HealthyonecIoth
有限会社ワンクロース
代表取締役出原佳栄子
神戸訓制阿国王通２丁目２戸８

T E L O 7 8 （8 8 1 》５０５５

モ・・ドメイトミチコ
主宰藤井美智子

神戸市東灘区本山北町5 丁目1 ３－．１１

T五LO 7 8（43 1）８０５１

株式会社チクマ
代表取締役t ｣ 長宇野修
神戸市中央区元町通3 丁目２－１８

TELO78（333）９１０１

株式会社パール
代裟取締役松岡賢蔵

神戸市中央区港島中町6 丁目２－３

TE L O 7 8（3 0 3）０３３０

Ｋ､Ｆ､Ｃ、

会長中西省伍
サロン・ド・モード中西
神戸市中央区下山手通3 . 丁目1 2 - 1 7

TEI‘〈078）３２１－３７０７

学校法人福富学園
神戸文化大学

神戸ファッション専門学校
専門学校校長鈴木章子
神戸市‘１１央区国番通６丁目７
ＴＥＬ（0 7 8）２４１－８６１且

ＫＦＭ

会長藤本ハルミ
神戸布中央区山本通2 丁目２－７
オートクチュールマーガレット

ＴＥＬ（078）２４２－５６９０

メム

芽夢ドライフラワー
代表高橋泉

三田市学則５丁目４－８ワシントン村

T E L（0 7 9 5 〕６５－８０５５

マドンナグループ
代菱取維役会憂清水善之
神戸市中央区劉幸通５丁目２．．１０

ＴＥＬ（0 7 8）２５１－６７６１
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9 3年･秋 光と風と微笑みと
神戸のファッションは
私達がプロデュースします

で
9 P 身

子鹿、
＋墨Ｉ＝

諺

瀞／篭

。
餌

屯
■

LgB“思
弛

豊息 恩
仏津

召

凹

< 順不同〉

陸＝一|パリゴ
ニ仏胃石Ｐ

型

Ｗ；:〆

膨

涙

.

２．

学校法人田中千代学園
田中千代服飾専門学校
学校長田中千代
芦屋市大原町2 1 - l 5
T E L O 7 9 7〈3 1〕C 6 0１

ミエ。
生徒募集中！

ニッティングスクール
主宰三上美恵子

神戸市東灘区御影山手6 丁目８－２４
メゾン御影4 0 5

T E L O 7 8（8 4 1》８６７２

紳士の装い商扱注文服
木庭産業Ｋ・Ｋ
代表取締役木庭贋知
神戸市中央区三富町3 丁目５－２

TEL O 7 8（3 2 1）１８３１

★伝わる真どころ最高の風橘

③柴1 1 1 音吉洋服店
神戸市中央区元町通4 . 1 . 目２－２２

TE L O 7 8（3 4 1》０６９３

株式会社
株式会社マルダイ
代表取締役社長大内信行

神声市中央区二宮町2 . 1 . 目：１－１‐‐１２２

T E I ‘０７８〔３３，００釦

株式会社モードリンダ
代壷取締役三浦幸衛

評『市須I y 区弥栄台３．丁目1 ３－３
T E m 7 8（7 9 5）５０００

官公庁･ 学校・会社制服剥浩直売
コーベウェアー株式会社
代表取締役錘中村幸輔
神戸市中央区日暮遇2 丁目５－５

TELO78（291》０両］

クチュールアトリエ

ーダリz-9略g"zｚ
石原暁美
芦屋市大桝町1 －１５

ＴＥＬ（0 7 9 7 〕３１．．１７９０

真珠・宝石

富美宝飾
呉富美

神戸市中央区下山手珊3 丁目１－１５

TE L O 7 8（3 3 1〉４７４０

株式会社ヨウ・パール
代表取締役社長奥本昌広

神戸市中央区中山手通１丁目２４－１０

TE L O 7 8（2 6 1）３１９１
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１

司日戸

、

建
築
へ
の
情
熱
が

こ
れ
か
ら
の
神
戸
を
創
るだ円の美しいフォームをバックに。南公園にて。

W F

§

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
神
戸
兜
の
中
核
イ
ベ
ン
ト
〃
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ュ
ア
・
フ
ェ
ア
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
〃
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
神
戸
市
建
築
文
化
賞

印
周
年
記
念
事
業
〃
神
戸
建
築
百
選
配
″
が
投
票
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
推
薦
建
物
件
数
１
０
７
９
件
の
中
か
ら
川
件
、
そ
し
て
そ
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
特
別
賞
６
件
の
う
ち
、
現
代
建
築
賞
に
輝
い
た
神
戸
ポ
ー
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
を
村
上
和
子
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

？

勺

●
だ
円
型
フ
ォ
ー
ム
の
神
秘

村
上
今
回
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
が
選
ん
だ
賞
だ
と

い
う
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

こ
の
だ
円
の
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
は
ど

の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
す
か
。

中
内
そ
れ
ま
で
の
マ
ッ
チ
箱
の
よ

う
な
建
物
と
は
違
う
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
よ
う
と
、
日
建
設
計
に
頼
み
ま
し

た
。
何
十
通
り
も
の
プ
ラ
ン
の
中
か

ら
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
造
ろ

う
と
だ
円
型
の
フ
ォ
ー
ム
を
選
ん
だ

の
で
す
が
、
い
ざ
造
る
段
階
に
な
る

と
、
こ
れ
が
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。

四
角
や
円
型
だ
と
計
算
も
簡
単
な
の

で
す
が
…
。
ま
さ
し
く
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
時
代
の
産
物
だ
と
言
え
る
で
し

ょ
う
ね
。
そ
し
て
こ
の
鉄
骨
構
造
を

造
っ
た
の
は
、
神
戸
の
造
船
技
術
な

の
で
す
よ
。
施
工
は
竹
中
工
務
店
に

頼
み
ま
し
た
が
。

村
上
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
よ
う
だ

と
言
わ
れ
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
ね
。

ま
さ
に
神
戸
を
代
表
す
る
建
物
だ
と

言
え
ま
す
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
埋
め

中
内
力
さ
ん

〈
㈱
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
社
長
〉

村
上
和
子
さ
ん

〈
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
〉

ノ
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戸
で
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

中
内
そ
う
で
す
ね
。
当
時
加
室
の

ホ
テ
ル
が
２
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
い
う

の
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
が
建
つ
発
端
だ

っ
た
わ
け
で
す
。
神
戸
で
は
ホ
テ
ル

は
経
営
的
に
成
り
立
た
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
し
、
立
地
も
良
く
な

く
、
反
対
意
見
は
多
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
れ
で
何
と
か
お
客
様
を
呼
ぶ
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
と
、
ア
メ
リ
カ
へ
渡

っ
た
の
で
す
。

村
上
そ
こ
で
〃
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
〃

／

ら
い
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
や

は
り
展
望
が
良
く
な
い
た
め
、
、
ｍ

の
孤
階
建
て
ま
で
高
く
し
ま
し
た
。

地
面
か
ら
弱
、
下
に
洪
積
互
層
と
い

う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
ま
で

１
０
５
０
本
の
杭
を
打
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
大
変
な
費
用
が

か
か
り
ま
し
た
。

村
上
し
か
し
こ
の
高
さ
と
シ
ー
ス

ル
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
、
昭
和
天

皇
は
大
変
お
喜
び
に
な
っ
た
そ
う
で

す
ね
。

中
内
そ
う
な
の
で
す
。
ポ
ー
ト
ピ

ア
博
覧
会
に
お
越
し
に
な
っ
た
時
泊

ま
ら
れ
た
の
で
す
が
、
お
帰
り
に
は

天
皇
陛
下
、
皇
后
様
共
々
お
声
を
掛

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
モ
ナ
コ
王

妃
だ
っ
た
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
さ
ん

に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
私
は
３
回

も
握
手
を
し
た
の
で
す
よ
。
（
笑
）

●
神
戸
を
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
に

村
上
こ
の
ホ
テ
ル
が
建
っ
た
時
、

た
て
地
に
こ
れ
だ
け
の
高
さ
の
も
の

を
建
て
る
の
も
大
変
な
こ
と
だ
っ
た

の
で
は
。

中
内
初
め
は
別
ｍ
の
晦
階
建
て
く

、

村上和子さん

神戸建築百選' ９３
－－斗寺別賞授賞一

を
誘
致
す
れ
ば
お
客
様
を
呼
べ
る
と

考
え
た
の
で
す
ね
。

中
内
そ
う
で
す
。
早
速
神
戸
市
に

お
願
い
し
て
、
国
際
会
議
場
十
展
示

②ポー ﾄ ビｱ ﾎ ﾃ ル
〒6 5 O 神戸市中央区港島中町6 丁目1 0 番地１

Ｔｅ１.(078)302-1111
大阪営業所Ｔｅ1.(06)252-7200
東京営業所Ｔｅ1.(03) 5 7 4 - 6 5 0 0

こ
れ
だ
け
の
規
模
の
も
の
は
ま
だ
神

場
十
ホ
テ
ル
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都

市
と
い
う
組
み
合
わ
せ
を
実
行
致
し

ま
し
た
。
神
戸
沖
空
港
も
で
き
ま
す

し
、
結
果
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ェ
ア
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

に
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
た
と
思
い
ま
す
。

村
上
最
後
に
今
回
の
受
賞
に
お
い

て
の
抱
負
を
お
間
か
せ
Ｆ
さ
い
。

中
内
神
戸
は
今
、
全
国
か
ら
の
観

光
客
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

都
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
宿
泊
先
の
良

し
悪
し
で
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
建

築
物
は
街
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
っ
て
い

く
も
の
と
し
て
、
社
会
的
な
責
任
を

感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
街
づ
く
り

の
一
端
を
担
う
よ
う
考
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

村
上
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
象
徴
と
も
い

え
る
こ
の
建
物
の
受
賞
は
素
晴
ら
し

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中内力さん

一
一
一一

一
．
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プ

神戸市経済局ファッションセンター建設準備室
神戸市中央区江戸町9 2 番地江戸町ＳＫビル6 Ｆ

ＴＥＬ（0 7 8 ）３３３－１０２１

国平成５年１０月６日（水）から１３日（水）まで、神戸市役所市民ギャラリー（1 号館
2 階）において、神戸ファッション美術館（仮称）プレイベント・ファッション写真展
が開催され、好評でした。神戸ファッション美術館（仮称）の詳細については、本誌Ｐ
4 4 ～4 ９（ファッション特集①座談会／神戸ファッションミュージアムを創る）および、
P ､ 5 0 ～5 １（これがファッションミュージアムだ）をご参照下さい。ｎ

Ｊ
四
阿

●
遍
煩
邑
圭
可
埋
圧
亘
Ｄ
ｂ
Ｂ
５
Ｒ
．
‐
‐
．
、
Ⅱ
■
眠
■
■
工
■
Ｉ
Ｐ
Ｆ
一
日
怖
〃
ｄ
■
局
■
唖
■
■
■
１
日
巳
輔
■
■
弓
ｒ
一
一
１
１
‐
ロ
ー
‐
．

＝

、
園

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ 辱冥定見るモードの2 ０世紀

量 一一一‐＝二

態薯零 神戸ファッション美術館個伽プレイペント

|からだは
時代に
つつまれる１

国 ＝
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男のお酒落はワイシャツから。上着の下の奥ゆかしい

美しさにこだわりたい。色柄もののシャツも気分転換に
はいいけど、私は白が好きです。白は清潔に潔白に生き
る男の道を証明しているように思います。

神戸シャツさんのシャツは袖を通せばすぐわかる。着
心地が違いますからね。きらりと光る職人技、そしてお
客さんの喜びが、店の雰囲気に溢れている。いつでも安
心してお任せできるのが、神戸の専l 1 I j 店ならではの良さ
ですね。

☆選りすぐった一点を…。

Sa,〕ohｅ

’ 、
ＫＯＢＥＥＸ℃ＥＬＬＥﾉ ＶＴＳ〃O Ｐ

ｈ

神戸市中央区元町通２丁目5 - 7 金3 3 1 - 4 7 0 7

Ｌ

K O B E E X C E L L E N T F A S H I O N
☆伝わる真どころ最高の風格

③柴田音吉洋月R 店
神戸市中央区元町通４丁目2 - 2 2 母3 4 1 - 0 6 9 3

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。

ノ

カメラ･ 松原卓也

神戸シャツ
郵
晒
叩
晶
Ｉ

ー－m一■＝

☆よろず御槻衣縫上虚

神戸ﾆﾉｬﾘﾉ田崎真珠株式会社取締役社長

田嶋俊作様 神戸市中央区三富町３丁目1 - 6 冠3 3 1 - 2 1 6 8

竃

警蕊雲

〉

☆神戸唯一のボルボネーゼトータルブテイック

団Ｂｉ§;ﾘ;iろ
神戸市中央区元町通３丁目１－１２査3 9 1 - 0 0 1 4

★婦人帽子

､ＱＱ､Gムラく｡､可て、
マキシ＞

神戸市中央区北長狭通２丁目6 - 1 3 念3 3 1 - 6 7 1 1

邑呂
Ｌ

潅
Ｌｓ≦

１？ 剛
:悪

$iii闇ｉｆ
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本社／〒6 5 l 神戸市中央区二宮町１丁目４－１５
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2Ｆｼｮｰﾊｰﾑ／竃(078)222-5881㈹（駐車渦有り．年中無休）
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バ
ロ
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語
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は
歪
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真
珠
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灘

戸

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
が
展
開
す
る
新
し
い

ブ
ラ
ン
ド
”
オ
ゾ
ッ
ク
〃
・
世
界
的
に
幅
広

く
活
躍
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
田
山
淳

朗
氏
が
パ
リ
で
人
気
の
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
日
本
人
の
た
め
に
取
り
入
れ
、
東
京

発
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
提
案
す
る
。
オ

ゾ
ッ
ク
大
丸
心
斎
橋
店
は
関
西
の
新
し
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
信
地
に
な
り
そ
う
だ
。

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
と
は
Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
ｌ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

と
い
う
４
つ
の
単
語
の
頭
文
字
か
ら
で
き

て
お
り
、
自
分
に
と
っ
て
快
適
と
思
う
時

間
と
場
所
を
求
め
、
生
き
方
や
過
ご
し
方

に
さ
り
気
な
く
向
分
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ

よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ｉ
ジ
が
こ
め
ら
れ
て

ゴお
栖
落
な
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
秋
、
大
阪
心
斎
橋
に
ま
た
ひ
と
つ

識 ボ
ー
ダ
レ
ス
な
ス
タ
イ
ル

オ
ソ
ッ
ク
、
一
ズ
ヒ
ュ
ー

Ⅱ
１
１

O Z O C ･ オゾック大丸心斎橋店

Ｉ
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
感
を
大
切
に
し
た
い
と

い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
‘
を
も
つ
女
性
を
対

象
に
創
ら
れ
て
お
り
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

価
格
と
単
品
中
心
の
橘
成
が
特
徴
だ
。

店
内
は
オ
ゾ
ッ
ク
、
ル
イ
・
ア
・
レ
イ
、

ケ
ー
、
七
・
ウ
ー
、
イ
デ
ア
エ
デ
ィ
の
５
つ

の
シ
ー
ン
に
分
か
れ
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
ア

イ
テ
ム
か
ら
、
キ
ュ
ー
ト
な
デ
ザ
イ
ン
、
ト

レ
ン
ド
色
の
強
い
も
の
、
イ
ン
ポ
ー
ト
商

品
ま
で
揃
っ
て
い
る
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

雑
貨
類
も
田
山
さ
ん
自
身
が
チ
ョ
イ
ス
・

カ
ジ
ュ
ア
ル
ス
タ
イ
ル
の
中
に
自
分
ら
し

さ
と
セ
ン
ス
の
良
さ
を
発
見
で
き
る
シ
ョ

ッ
プ
だ
。

い
る
。
プ
レ
配
ａ
瓜
琴
ト
ー
ｌ
自
分
ら
し
さ

、

に
忠
実
で
あ
り
た
い
と
い
う
強
い
ポ
リ
、
ン

田
山
淳
朗
氏
ブ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ー
９
５
５
年
生
ま
れ
。
文
化
服
装
学
院
卒
業
後
、

㈱
ワ
イ
ズ
入
社
。
沼
年
渡
仏
、
帰
国
後
ワ
イ
ズ
を
退

社
し
、
㈱
エ
ム
・
テ
ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
Ｉ
（
Ａ
・
Ｔ
）

を
設
立
。
卯
年
フ
ラ
ン
ス
キ
ャ
シ
ャ
レ
ル
社
、
チ
ー

フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
契
約

筋

オゾック

P Q

i‘&

大阪市中央区心斎橋筋1 - 6 - 3
大丸百貨店南館横
TEL（06)245-0686
営１１: ００～1 9 : ３０水曜休
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個
性
を
生
か
し
た
品
選
び
を

' ９３ａｕｔＬｊｍｎ＆ｗｊｎｔｅｒ
ＫＯＢＥファッションストリート

こ
の
秋
は
、
女
ら
し
さ
を
テ
ー
マ
に

パ
ン
ツ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
エ
レ
ガ
ン

ト
に
着
こ
な
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
秋
よ
く
出
て
い
る
、
レ
オ
パ
ー
ド

を
あ
し
ら
っ
た
長
め
の
セ
ー
タ
ー
に
、

パ
ン
ツ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
と
、

と
て
も
素
敵
で
す
．

当
店
で
は
ス
パ
ッ
ツ
風
の
パ
ン
ツ
を

、
型
以
上
、
細
め
、
や
や
細
め
、
タ
ッ

ク
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
揃
え
て
い

ま
す
。
パ
ン
ツ
と
レ
オ
タ
ー
ド
、
カ
ラ

ー
は
黒
や
茶
が
よ
く
出
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
今
は
ニ
ッ
ト
の
ジ
ャ
ン
ル

☆婦人桐子

、Q 、堅×｡ ｗ雨、
マキシ＞

神戸市中央区北長狭通2 丁目6 - 1 3
恋078.3 3 1 . 6 7 1 1

｝
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壁
孔
奪
参

回神戸の街を歩くと、ファッションの花が香ります。
この秋冬は何が流行るの？神戸ファッションの傾向は？
神戸っ子に人気のブティックにその答はきっとあるはず。
後悔しない品選びでファッションの大道を歩きたいあなたに、
この時期一番のアドバイス。
モデル／戸井万里子

、

誕鴬雪弐
一

＝毒＝為嘉一『．､ 霧
雲蕊

誉冒鋪錘

神戸市中央区北野町4 - 9 - 1 8
カサフェニックス北野公0 7 8 . 2 2 2 . 3 3 1 5

Q 1 E L l E R

レオパードとパンツファッションを
エレガントに

が
広
が
っ
て
い
て
、
ス
ー
ツ
も
あ

れ
ば
、
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
な
デ
ザ
イ
ン
も
あ
り
、
用
途

に
応
じ
て
着
こ
な
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。
も
う
一
つ
の
楽
し

み
は
ベ
ス
ト
。
チ
ェ
ッ
ク
や
ペ
イ

ズ
リ
ー
柄
な
ど
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
に

組
み
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

帽
子
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ト
ー
タ
ル

に
見
た
と
き
、
洋
服
を
引
き
立
た
せ
る

小
物
で
す
。
私
共
は
お
客
様
の
個
性
を

活
か
し
、
よ
り
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
し
て
頂

く
べ
く
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
秋
は
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

な
ら
で
は
の
も
の
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
で

ソ
フ
ト
な
素
材
の
も
の
ま
で
人
気
の
幅

が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
形
を
つ

I、lQ61j
』海

》、湧

け
て
変
化
を
楽
し
む
カ
ジ
ュ

ア
ル
志
向
の
方
の
た
め
の
帽

子
も
品
揃
え
が
豊
富
で
す
。

選
び
方
の
コ
ツ
と
し
て
は
、

必
ず
鏡
に
全
身
を
映
し
て
色

ん
な
角
度
か
ら
バ
ラ
ン
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
若
い

方
か
ら
年
配
の
方
ま
で
ア
ク

セ
サ
リ
ー
感
覚
で
気
軽
に
選

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

§》

七

▲写真の帽子は、シル
クのボウを編んだもの
とベロアを組み合わせ
たもの。同じ黒でも濃
淡が美しく見える。整
ったラインが奇麗。
￥6 5 , 0 0 0 (ジャケット、
セーター／アトリエナ
ス）
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図
神戸市中央区三宮町1 丁目
さんプラザ2 Ｆ壷( 0 7 8 ) 3 3 1 . 7 9 5 2

戸

層函
監Ⅵ

この秋はスーツでエレガントに気
軽
な
着
こ
な
し
〃
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ー
〃

で
、
伝
統
の
毛
皮
に
色
・
素
材
・
デ
ザ
イ
ン
で
現

代
性
を
プ
ラ
ス
し
て
、
２
着
め
の
ア
イ
テ
ム
と

し
て
、
末
永
く
着
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

イ
ン
ナ
ー
の
ブ
ラ
ウ
ス
は
、
シ
ル
ク
川
％
の

ス
カ
ー
フ
生
地
を
仕
立
て
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、

ス
カ
ー
フ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
パ
ッ
ツ
に
、
ぺ
ｌ
シ
ッ
ク
な
ス
ー
ツ
に
と
、

上
手
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
、
ご
自
分
の
定

番
を
創
っ
て
み
る
の
も
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

ＫＯＢＥ１ＮＴ画司N A T 1 C 甲いＬＨ唖J ＝

神戸市中央区御幸通8 - 1 - 6
神戸国際会館1Ｆ壷0 7 8 . 2 2 1 . 3 3 9 0

秋
の
森
の
色
…
こ
の
季
節
に
は

エ
ス
カ
ー
ダ
ー
の
ス
ー
ツ
が
女
性

を
一
段
と
エ
レ
ガ
ン
ト
に
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
ア
イ
ボ
リ
ー
、
マ
ロ

ン
、
枯
葉
色
な
ど
。
そ
れ
に
こ
の

秋
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ー
マ
で
あ

る
英
国
調
の
グ
レ
ン
チ
ェ
ッ
ク
、

ウ
ィ
ン
ド
ペ
ン
、
ま
た
ツ
イ
ー
ド

の
ス
ー
ツ
は
リ
ッ
チ
な
気
分
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
ぺ
ｌ
ズ
リ
ー
や

紋
章
プ
リ
ン
ト
の
ブ
ラ
ウ
ス
、
ぺ

こ
の
冬
お
勧
め
し
た
い
の
は
、
気
軽
な

ニ
ッ
ト
感
覚
で
着
て
い
た
だ
け
る
”
ニ
ッ

ト
フ
ァ
ー
々
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
ね
。

ビ
ー
バ
ー
な
ど
の
毛
の
、
柔
ら
か
い
部

分
を
数
ミ
リ
に
カ
ッ
ト
し
、
ニ
ッ
ト
と
合

わ
せ
て
一
着
一
着
手
編
み
し
た
も
の
で
、

そ
の
肌
触
り
は
ソ
フ
ト
で
軽
や
か
で
す
。

色
も
ピ
ン
ク
系
、
ブ
ル
ー
系
の
パ
ス
テ

ル
ト
ー
ン
に
染
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

三畿詑

ス
ト
を
組
ま
せ
て
小
粋
に

着
こ
な
し
て
く
だ
さ
い
。

暖
か
み
あ
ふ
れ
る
カ
シ
ミ

ア
の
セ
ー
タ
ー
や
コ
ー
ト

も
豊
か
な
バ
リ
エ
ｉ
シ
ョ

ン
を
揃
え
て
い
ま
す
。
パ

ー
テ
ィ
ー
の
多
い
こ
れ
か

ら
の
シ
ー
ズ
ン
に
お
勧
め

す
る
の
は
イ
タ
リ
ー
の
ル

ア
ン
・
サ
ー
レ
、
マ
ル
ゴ

ン
な
ど
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な

ド
レ
ス
の
数
々
で
す
。

由１

ブティック

lSDWdbscv
山田富紗子

＝

ＲＩ

蕊
．
幽
》
卿
川
呼
解

Ｌ

L~了~.静電鐸琴塞認睡

嬢
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爵

、
●
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い

中
村
こ
ち
ら
は
初
め
て
で
す
か
。

小
山
近
く
の
ゴ
ル
フ
場
に
は
何
度
も

来
て
い
る
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）
。

中
村
で
は
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
全
体
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

と
、
ま
ず
ワ
イ
ン
専
用
の
ブ
ド
ウ
や
神

戸
ビ
ー
フ
と
い
わ
れ
る
肉
牛
約
５
０
０

頭
を
飼
育
す
る
”
フ
ァ
ー
ム
ゾ
ー
ン
“

節
煙
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
生
産
し
た

一
山乃里子功

ﾄﾌIi1ﾄー〃

……鶏
織蹴加溌醒

へ

_』Ｌ
心（右）「ミルク館」で製

造されたクリームチー
ズ1 0 0 ％のチーズケー
キ。折りパイを下にひ
いて焼き上げられてい
るので、チーズの風味
とパイのさくっとした
舌ざわりが絶妙。他に
も５，６種類のケーキが
ある（4 0 0 円)。

農
業
ル
ネ
サ
ン
ス

フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

中
村
直
彦
〈
迩
蕊
市
園
芸
擬
豊
金
協
会
〉

も
の
を
私
ど
も
で
買
い
取
り
加
工
し
ま

す
。小

山
農
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

中
村
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
は
詣
睡
あ

る
〃
パ
ー
ク
ゾ
ー
ン
“
で
行
な
い
ま

す
。
牛
乳
か
ら
神
戸
チ
ー
ズ
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
製
造
す
る
「
ミ
ル
ク
館
」

や
肉
牛
を
捌
い
て
神
戸
ビ
ー
フ
を
製
造

す
る
「
ビ
ー
フ
館
」
、
ま
た
生
産
さ
れ
た

『患誘誌
ー

Ｌ

” 鋪望

霞蕊謹

可
』慨

垂

←苧も一

蕊r’さん。この他にもここで製
造された新鮮な食材を使っ
たレストラン「カトレア」
がある。（右) 新鮮な牛乳か
ら作られた神戸アイスク
リームをパクつくのこちゃ
ん。
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ブ
ド
ウ
か
ら
”
神
戸
ワ
イ
ン
城
“
で
神

戸
ワ
イ
ン
を
作
り
、
そ
れ
を
今
度
は
ブ

ラ
ン
デ
ー
に
醸
造
す
る
「
ブ
ラ
ン
デ
ー
・

ビ
ー
ル
館
」
が
あ
り
ま
す
。

小
山
も
う
飲
め
る
ん
で
す
か
。

中
村
残
念
で
す
が
、
研
究
期
間
が
終

わ
り
、
今
、
樽
の
中
で
熟
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
平
成
９
年
に
は
出
来
上

が
り
ま
す
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。

●
都
市
と
農
村
の
共
存
共
栄

小
山
ほ
か
に
は
ど
ん
な
施
設
が
あ
る

ん
で
す
か
。

中
村
花
や
果
実
に
関
す
る
文
化
・
科

学
に
つ
い
て
展
示
し
て
あ
る
「
ブ
ル
ー

( 右）「園芸バイテク館」で、
ご案内いただいた中村さん
と。下の写真３点は「ブラン
デー・ビール館｣ 。フランスは
コニャック地方から輸入した
日本最大の蒸溜釜があり、現
在「神戸ブランデー」を醗造
中。また、ビールの製造過程
や酒類全体についての展示も
行われている。

ご
と
デ
コ
日
在
中
や

シ
・
フ
ラ
ワ
ー
館
」
や
ガ
ラ
ス
温
室
８

棟
と
研
究
棟
を
持
つ
「
園
芸
バ
イ
テ
ク

館
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
バ
イ
テ

ク
技
術
を
使
っ
た
蘭
や
イ
チ
ゴ
の
苗
の

研
究
を
し
て
お
り
、
そ
の
苗
は
農
業
者

へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

小
山
こ
こ
で
は
生
産
・
加
工
・
開
発
・

供
給
と
全
て
が
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て

い
る
ん
で
す
ん
ね
。

中
村
農
業
振
興
を
主
目
的
に
、
ま
た

都
市
住
民
に
も
理
解
さ
れ
る
農
業
を
展

開
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
お
話
し
し

た
施
設
は
製
造
工
程
が
見
学
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ぜ
ひ

体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

零噸！参I＝伽ｉ
理
砂
『

‐ｰ r

illlllIiliIiV 血ｍｌＩ
一

.ト

癌
、

ｉ
Ｉ

ー

開園時間午前９時~ 午後５時
（レストラン・会鰻室は午後９時までも
バーデン､ ウスは午後1 0 時まで利用できます〉

年中恭休〈２月は施設点検のため休回日があります）
入園料大人5 0 0 円（高校生以上）

小人2 5 0円(小中学生）
団体割引（2 5 人以上は１割引）

駐刺塵捻乗用車5 0 0 円。翁車2 0 0 円
大型バス2 0 0 0 円マイクロバス１０００円

神戸市北区大沢田丁上大沢字西谷2 1 5 0
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１

Ｗ

マシンの説明をする松本美保さんＰ

１

鑓÷“

卓
』 ;リ

ヘ
Ｉ

■ﾛ ＝

ⅦＬ

ｖ
〕
蝋
１

ｰ

鰐

皿

くつろぎの時間が
エグロから砿まれる

神戸ワイン城内にあるＫＯＢＥＷｌＮＥＰｕｂには、
エグロ社のマシンが入っています。
I とても手軽に､ 挽きたてのコーヒーが入れられます。
泡立ちがとてもマイルドで、リッチな気分が味わえま
すよ。』とお店の方にも好評です。
今日は､ 大阪ショールームの松本さんが､ マシンの品

質チェックにワイン城を訪れました,

二二
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例
え
ば
、
泡
立
つ
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
コ
ー
ヒ
ー
」
の
味
を

頑
固
に
守
り
続
け
る
心
臓
部
で
あ
る
ブ
リ
ュ
ー
イ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
（
抽
出
機
構
）
は
、
す
べ
て
の
部
品
が
削
り
肌
し
で
作

ら
れ
、
特
に
念
入
り
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
組
み
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
し
、
計
量
器
は
、
独
自
の
ス
タ
ー
・
ド
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

で
均
一
に
ひ
か
れ
た
パ
ウ
ダ
ー
を
常
に
正
確
に
量
る
た
め
、

他
社
の
タ
イ
マ
ー
方
式
と
比
べ
て
誤
差
が
な
く
、
い
つ
も
均

一
な
コ
ー
ヒ
ー
を
抽
出
し
ま
す
。
そ
し
て
背
面
パ
ネ
ル
も
プ

レ
ス
加
工
せ
ず
、
真
心
込
め
て
丁
寧
に
手
作
業
で
仕
上
げ
ま

す
。
あ
ま
り
目
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
背
面
パ
ネ
ル
に
ま
で

エ
グ
ロ
社
は
こ
だ
わ
り
を
侍
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
に
し
て
作
り
上
げ
た
マ
シ
ン
の
一
台
一
台
を
、

ス
イ
ス
で
登
録
管
理
し
、
エ
グ
ロ
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
コ

ク
・
香
り
．
苦
み
な
ど
味
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
、
豆
の
挽
き
具
合
か
ら
抽
出
温
度
ま
で
、
細
や
か
に
エ
グ

ロ
シ
ス
テ
ム
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
維
持
し
ま
す
。

エ
グ
ロ
社
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
コ
ー
ヒ
ー
」
の
味
を
大
切

に
し
て
い
る
の
で
す
。

、

ヨ
ー
ロ
ピ
ァ
ン
コ
ー
ヒ
ー
」
の
豊
か
な
香
り
を
逃
さ
な

い
泡
立
ち
、
ソ
フ
ト
な
口
当
た
り
、
深
く
マ
イ
ル
ド
な
味
わ

い
は
、
今
ま
で
の
コ
ー
ヒ
ー
に
は
な
い
美
味
し
さ
で
す
。

そ
ん
な
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ァ
ン
コ
ー
ヒ
ー
」
を
生
み
出
す
マ
シ

ン
を
作
っ
て
い
る
の
が
エ
グ
ロ
社
な
の
で
す
。

一
八
四
九
年
に
ス
イ
ス
で
誕
生
し
た
エ
グ
ロ
社
は
、
一
九

三
四
年
に
コ
ー
ヒ
ー
マ
シ
ン
の
製
造
を
始
め
て
以
来
今
日
に

至
る
ま
で
、
熟
練
し
た
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
達
の
手
に
よ
っ
て
、

そ
の
小
さ
な
パ
ー
ツ
ひ
と
つ
に
至
る
ま
で
吟
味
し
、
丁
寧
に

一
台
一
台
手
作
り
で
マ
シ
ン
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

マ
シ
ン
の
随
所
に
、
厳
選
し
た
賛
沢
な
素
材
を
使
い
、
優

れ
た
伝
統
技
術
と
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
最
高
の

品
質
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
日
本
な
ど
世
界
別
ヶ
国
で
、
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。

香
り
高
き
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
コ
ー
ヒ
ー
は
、

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
ブ
の
結
晶

「

エグロは1 カップごとの
オーダーシステム。

だから1 杯ごとにあたらしい。

PH O N E 0 7 8 - 5 3 1 - 0 0 4 1 F A X : O 7 8 - 5 3 1 - 0 0 3 2
大阪ショールーム/ 〒5 4 2 大阪市中央区南船場3 - 2 - 6 . 大阪農林会館1 Ｆ

PHONE:06-252-2371（AM10:00～RM6:00､土日祭休）

㈲

ノ

FULLYAUTOMlWICCOFFEEMAKlNGMACH1N［

怖入鰐代理店

株式会社ジャパン･ ｽ ｲ スゥケンパニーj 韮

神戸支店/ 〒6 5 2 神戸市兵庫区荒田町1 - 2 - 4 第２宮田ビル
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